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常任委員会合同行政視察研修 
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岐南中学校3年 

葛谷 和奏 さんの 

作品です 

■
何
か
を
始
め
よ
う
と
す
る
時
、
期
待
感
の
一
方
で
、
逆
算

的
な
思
考
に
な
っ
た
り
、
失
敗
を
恐
れ
た
り
も
し
ま
す
。
し

か
し
、
小
さ
く
て
も
１
歩
、
ま
ず
や
っ
て
み
る
。
そ
の
先
で

出
会
う
仲
間
や
世
界
と
の
遭
遇
は
素
晴
ら
し
い
も
の
で
す
し
、

そ
こ
で
の
苦
労
も
ま
た
、
自
分
の
経
験
値
と
な
り
ま
す
。
挑

戦
し
続
け
る
人
間
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　（
後
藤
） 

■
ブ
レ
ー
キ
と
ア
ク
セ
ル
の
踏
み
間
違
い
に
よ
る
交
通
事
故

が
報
道
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
隣
同
士
に
あ
る
ペ
ダ
ル
で
も
、

そ
の
果
た
す
役
割
は
真
逆
だ
。
議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
は

ま
さ
に
、
ブ
レ
ー
キ
と
ア
ク
セ
ル
。
行
政
提
案
に
対
し
て
、

踏
む
べ
き
ペ
ダ
ル
は
ど
っ
ち
か
考
え
る
。
行
政
の
顔
色
だ
け

見
て
、
う
な
ず
く
だ
け
の
議
会
は
い
ら
な
い
。
　
　
（
加
藤
） 

■
近
年
、
「
主
権
者
教
育
」
の
意
義
が
強
調
さ
れ
、
議
会
見

学
、
模
擬
議
会
へ
の
取
組
み
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
小
学
校

高
学
年
の
社
会
科
副
読
本
の
資
料
と
し
て
、
又
、
中
学
校
「
公

民
」
授
業
の
生
き
た
教
材
と
し
て
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
い
っ

そ
う
読
み
や
す
く
、
わ
か
り
や
す
い
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
塚
） 

■「
情
け
は
人
の
為
な
ら
ず
」
こ
の
こ
と
は
、
相
手
が
困
っ

て
い
れ
ば
、
手
を
差
し
伸
べ
、
相
手
が
間
違
っ
て
い
れ
ば
、

正
す
こ
と
に
よ
り
、
自
他
と
も
に
利
を
も
た
ら
す
こ
と
に
繋

が
り
ま
す
。
問
題
が
起
き
た
時
に
は
、
他
人
事
（
ひ
と
ご
と
）

と
捉
え
る
こ
と
な
く
、
共
に
注
意
し
合
っ
て
間
違
い
を
正
し

合
い
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
藤
） 

■
ス
ー
パ
ー
の
買
い
物
の
折
の
釣
銭
に
、
縁
に
溝
が
あ
る
『
ギ

ザ
十
』
の
昭
和

２８
年
製
が
あ
り
び
っ
く
り
！
世
の
中
に
デ
ビ

ュ
ー
し
て

６６
年
間
も
通
貨
と
し
て
流
通
し
て
き
た

１０
円
玉
。

人
か
ら
人
へ
持
ち
主
を
変
え
、
お
金
と
し
て
の
役
目
を
果
た

し
て
き
た
。
長
い
間
本
当
に
ご
苦
労
様
。
こ
の
先
も
頑
張
っ

て
ね
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
木
下
） 

届け！私たちのメッセージ 

くず や かな わ 
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安曇野市三郷支所に隣接した三郷交流学習センター
内にあり、蔵書数4万冊、ワンフロアで授乳室や子供用のトイレ、
車いすでも通りやすいように通路が広く取ってあり、子育て世代や
障害のある方への配慮もなされておりました。 

　岐南町も広域的なごみ焼却施設の建設や老朽化した公共施設の改修等が喫緊の課題であり、視察
で得た成果を今後のまちづくりに充分に活かしてまいります。 

　全国の小・中学校では、2学期制と3学期制のどちらかを
導入、また岐阜市のように両方混在しているまちもあります。 
　岐南町においては、平成26年度より小・中学校ともに2学
期制がはじまり今年度で6年目となります。 

　第63回羽島郡町村議会議員総会が、両町の全議員参加のもと
笠松町役場にて開催されました。来賓に田中勝士 県議会議員、
松原秀安 岐南町長、広江正明 笠松町長をお迎えしました。 
　自治功労者表彰には、議員在職16年を超えて、小島英雄 議員
が表彰されました。 

　今年度の視察研修は、長野市にあります「ながの環境エネルギ
ーセンター」と安曇野市の「三郷図書館」を訪れました。 

　演題『ボケない技術（テク）』認知症の理解と予防と題して、医療法人三歩
会 おくむらメモリークリニック 院長 奥村 歩（あゆみ）氏を講師に迎え、両町
の職員の代表も共に聴講いたしました。 

　現在の日本には認知症の方とその予備軍の軽度認知障害の方合わせて
1000万人に迫ると言います。 
　医学的研究で、認知症は生活習慣病の側面を持っていて、生活習慣の
改善である程度は予防ができます。そのため知的活動・運動性・社交性・
食生活・医療性の観点からの予防研究が世界で加速度的に行われています。 

　児童・生徒のために2学期制と3学期制のどちらが適しているのか検証の必要性があると判断し視
察に参りました。裾野市では、平成16年度より2学期制を導入され、10年を経過後に検証、12年を経
過後の平成28年度より3学期制に戻されています。 

2学期制のメリット 
○授業時間の確保（始業式・終業式の回数減、

定期テストの回数減）。 
○児童・生徒と向き合う時間を確保できる。 
○週1回の技能教科は長いスパンで評価できる。 
2学期制のデメリット 
●通知表の無いまま長期休業になり、休み中

の目標を持ちにくい。特に中学3年生は影響
が大きい。 

●中学校の進路面接用の資料作成時期は3学期
制がマッチしている。 

3学期制のメリット 
○保護者の多くは3学期制を経験しているため

違和感が無い。 
3学期制のデメリット 
●定期テストや通知表の作成回数が多く、教

師の負担も大きい。 

　その他、メリット・デメリットを検証した結果、裾野市では
2学期制の良さを継承しながら考慮された新しい3学期制の導入
となりました。 
　岐南町においても、児童・生徒にとってより良い環境である
べく、しっかりと検証することが必要であると認識しました。 

　「地域で創り、育み、守る～そして、活力ある地域社会
へ～」をテーマに、自治体経営の革新を推進するとともに、
地域住民が真に豊かさを実感できる魅力ある地域社会の実
現を図ることを目的として、ICTや災害対策、子育てなど
自治体経営を取り巻く課題に即した6つの展示エリアに分か
れ、第一線の識者や実務家を講師としたカンファレンス、
セミナーにて、議員それぞれが最新の情報を収集してきま
した。 

裾野市で検証された2学期制と3学期制のメリット・デメリットについての内容 

岐南町章と裾野市章 

羽島郡町村議会議員総会 
5月31日（金） 常任委員会合同行政視察研修 

研 修 報 告 

小・中学校において2学期制から3学期制に戻した経緯 
1日目　5月23日（木）　静岡県裾野市 

自治体総合フェア2019
2日目　5月24日（金）　東京ビッグサイト 

羽島郡正副議長視察研修 
7月11日（木）～12日（金） 

ボケは生活習慣病、予防に勝る治療はなし！！ 

奥村　歩 氏 10年間で約3万人を診察。著書は20冊以上。新聞・テレビでも活躍中。 

長野広域連合が整備し、本年3月1日から本格稼働している可燃ご
みの焼却施設で、長野市をはじめとする6市町村からでるごみを処理しております。敷地面積は約
4万㎡、工場棟は地上5階地下2階、管理棟は地上3階、煙突の高さは80m、焼却炉は3基で一日に405t
の処理能力があります。この施設の特徴は、1つ目が高温高圧ボイラの採用による高効率発電で、余
剰電力を売電しており、長野市内の小・中・高校80校分の電力を賄えるほどであります。2つ目がご

み焼却時の余熱利用で、隣接する温水プールへ温水や冷暖房の熱源
を供給しております。3つ目は災害時の一次避難所として機能する
ように食糧の備蓄やヘリポート等を完備していることです。 

ながの環境エネルギーセンター 

三郷図書館 

記念講演 
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6月定例会では こんなことが決まりました 
第2回（6月）定例会議会に提出された案件は31件です。 
付託委員会欄の ●総  は総務常任委員会、●民  は民生建設常任委員会への付託を表します。 

議員は提出された議案に対して賛成又は反対の意思を表明します。 
可否および議員の賛否は下表のとおりです。※反対した議員名のみ記載しています。 

●総  

●民  

●民  

●総  

●総  

●総  

●民  

●民  

●民  

●民  

●民  

●民  

●民  

●民  

承認第 1 号　専決処分の承認を求めることについて（岐南町税条例等の一部を改正する条例につ
いて） 

　地方税法等の一部改正に伴い、ふるさと納税制度控除対象寄附金の見直し、住民税からの所得税
住宅ローン控除の見直し、住民税非課税措置の対象に単身児童扶養者（未婚の母）の追加などが行
われます。 

承認第 2 号　専決処分の承認を求めることについて（岐南町国民健康保険税条例の一部を改正
する条例について） 

　地方税法施行令等の一部改正に伴い、賦課限度額の見直し、低所得者の軽減判定所得の算定に
用いる金額の引き上げが行われました。 

承認第 3 号　専決処分の承認を求めることについて（平成31年度岐南町一般会計補正予算につ
いて） 

　歳入歳出それぞれ95万7千円を増額し、76億5995万7千円としました。 
　歳出の主な内容は、風しん抗体検査及び風しんワクチン等接種の対象者を抽出するため、システ
ム導入委託料及び事務費として、95万7千円となります。 

議案第21号　岐南町防災コミュニティーセンター条例の一部を改正する条例について 
議案第25号　岐南町小学校及び中学校の設置に関する条例の一部を改正する条例について 
議案第29号　岐南町実習室設置条例の一部を改正する条例について 
議案第30号　岐南町・笠松町社会教育施設設置条例の一部を改正する条例について 
議案第33号　岐南町体育施設条例の一部を改正する条例について 
議案第34号　岐南町スポーツセンター条例の一部を改正する条例について 
　令和元年10月1日に予定されている消費税の増税に伴い、使用料の改定をするため改正を行いま
した。 

議案第22号　岐南町国民健康保険基金条例の一部を改正する条例について 
　国民健康保険の制度改革に伴い、基金設置の目的を国民健康保険事業の財政の安定化とし、必要
がある場合に限り、基金を処分することができるとするため改正を行いました。 

議案第23号　岐南町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例について 
　令和元年10月1日に予定されている消費税の増税に伴い、道路占用料の改定をするため改正を
行いました。 

議案第24号　岐南町森林環境譲与税基金条例について 
　森林環境税及び森林環境譲与税に関する法律が公布され、市町村に譲与される森林環境譲与税
を森林の有する公益的機能に関する普及啓発、木材の利用促進にかかる施策に要する費用に充てる
ことを目的に制定しました。 

議案第26号　岐南町公民館条例の一部を改正する条例について 
議案第27号　岐南町学習等供用施設設置条例の一部を改正する条例について 
議案第28号　岐南町ほほえみ会館条例の一部を改正する条例について 
　令和元年10月1日に予定されている消費税の増税に伴い、使用料の改定及び時間区分を一部変
更するため改正を行いました。 

議案第31号　岐南町図書館設置条例の一部を改正する条例について 
議案第32号　岐南町伏屋獅子舞会館条例の一部を改正する条例について 
　令和元年10月1日に予定されている消費税の増税に伴い、使用料の改定及び時間区分を一部変
更するため改正を行いました。 

議案第35号　岐南町総合健康福祉センター条例の一部を改正する条例について 
　令和元年10月1日に予定されている消費税の増税に伴い、使用料の改定及び時間区分を一部変
更するため改正を行いました。 

議案第36号　岐南町福祉医療費助成に関する条例の一部を改正する条例について 
　岐阜県福祉医療費助成事業補助金交付要綱が改正され、令和元年10月1日から施行されること
に伴い、「母子家庭等の母及び児童」並びに「父子家庭の父及び児童」の福祉医療費助成期間を改
正するためと条文中の「障がい」「もの」の表記を漢字表記に改めるため改正を行いました。 

議案第37号　岐南町すこやかセンター条例について 
　旧岐南さくら中保育園が返還されたことに伴い、施設の名称を「岐南町すこやかセンター」とし、子
育て支援のための施設として、有効活用するため制定をしました。 

議案第38号　岐南町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例について 

　放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準の一部を改正する省令の施行に伴い、放
課後児童支援員は指定都市の長が行う研修を修了したものも対象として規定するため改正を行いま
した。 

議案第39号　岐南町介護保険条例の一部を改正する条例について 
　「介護保険法施行令の一部を改正する政令」及び「介護保険の国庫負担金の算定等に関する政令
の一部を改正する政令」の施行に伴い、令和元年10月1日に予定されている消費税の増税に合わせ
て、低所得者に対する保険料の軽減強化するため改正を行いました。 

議案第40号　岐南町下水道条例の一部を改正する条例について 
　条例中「100分の108を乗じて得た額」を「消費税法に定める消費税の税率を乗じて得た額、及び
地方税法に定める地方消費税の税率を乗じて得た額を合算した額を加算した額」にするため改正を
行いました。 

議案第41号　岐南町法定外公共物の管理条例の一部を改正する条例について 
　令和元年10月1日に予定されている消費税の増税に伴い、占用料等を改定するため改正を行いました。 

議案第42号　岐南町水道事業給水条例の一部を改正する条例について 
　条例中「100分の108を乗じて得た額」を「消費税法に定める消費税の税率を乗じて得た額、及び
地方税法に定める地方消費税の税率を乗じて得た額を合算した額を加算した額」にするため改正を
行いました。 

議案第43号　令和元年度岐南町一般会計補正予算について 
　歳入歳出それぞれ4757万2千円を増額し、77億752万9千円としました。 
　歳出の主な内容は、介護保険料軽減にかかる国・県からの負担金の増額による介護保険特別会計
繰出金639万9千円、風しんの追加対策費用による個別予防接種等委託料として582万4千円、消
防器具等購入費として299万5千円などとなります。 

議案第44号　令和元年度岐南町介護保険特別会計補正予算について 
　歳入歳出それぞれ708万8千円を減額し、18億2026万6千円としました。 
　歳出の内容は、職員の異動に伴う人件費の精査及び低所得者の介護保険料をさらに軽減するため
減額となります。 

議案第45号　工事請負契約の締結について（岐南中学校空調機器機能復旧工事（建築工事）） 
　岐南中学校空調機器機能復旧工事の請負契約を天龍建設株式会社と6245万8千円で契約をし
ました。工期は、令和2年11月30日を予定しています。 

議案第46号　工事請負契約の締結について（岐南中学校空調機器機能復旧工事（機械・電気設備
工事）） 

　岐南中学校空調機器機能復旧工事の請負契約を大東株式会社と2億570万円で契約をしました。
工期は、令和2年11月30日を予定しています。 

議案第47号　財産の取得について（戸別受信機（デジタル）購入） 
　防災行政無線（同報系）デジタル化事業を進めるため、中央電子光学株式会社と8712万円で売
買契約をしました。納入期限は、令和2年3月27日を予定しています。 

同意第1号　羽島郡二町教育委員会委員の任命同意について 
　羽島郡二町教育委員会委員1名の任期が満了となることから、現任の岩井弘榮氏が引き続き任命
されました。任期は令和5年7月24日までの4年間です。 

議員派遣について 
　羽島郡正副議長視察研修を7月11日・12日の2日間、長野県長野市へ「高効率発電型ごみ焼却施
設について」をテーマとし実施します。 
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総務常任委員会の報告 総務常任委員会の報告 
付託案件：議案12件 

民生建設常任委員会の報告 民生建設常任委員会の報告 
付託案件：議案10件 

委員会を開催し、慎重に審査した結果を報告します。 

委員会を開催し、慎重に審査した結果を報告します。（一部抜粋） 

綰岐南町の森林環境譲与税は人口割の３０％しか対象
とならないのか。 
綏岐南町は森林もなく林業就業者もいないため、人
口割の３０％のみが対象です。 
 
綰基金の町民のための活用策は。 
綏岐南の森の枝払いや保険料、また公共施設での木
材の使用などに使う予定です。 
 
綰受領額と今後の推移は。 
綏Ｈ３１～３３年度は約９３万円、Ｈ３４～３６年度は１００万円、
Ｈ３７～４０年度は２００万円、Ｈ４１～４４年度は３００万円、
Ｈ４５年度以降は３００万円と試算しています。 
 

綰利用団体数とアンケート結果の団体数は。 
綏公民館関係は約１７０のうち５８団体、体育施設関係は
約１００のうち３３団体からの回答です。 
 
綰有料団体の考えは把握できているか。 
綏全額有料団体及び半額有料団体の考えとして、現
状の時間区分の希望が多いと把握しています。 
 
綰新施設予約システムは時間や料金等の変更に対応
できるか。 
綏１時間単位への変更は可能です。 
　その他の質疑の後、消費税増税関連の１１案件につ
いて、附帯決議がつけられました。 

綰時間が３０分延びている区分の料金を変更せず、消
費税分だけ上げた理由は。 
綏管理用予備時間を利用者に引き続き利用していた
だき、料金もそのままで有効利用することで、施設
の利用満足度の向上につながると考えました。 
 

綰もともと法律では障害の害の字は漢字であったが、
ひらがなとしたその理由は。 
綏県ではひらがな表示にしていたのと、害という漢
字のイメージが良くないという社会的な風潮があり、
ひらがなを使っていました。 

 

綰学童保育となると基準が違うため、トイレや遊具
はどうするのか。 
綏１階・２階の児童用トイレの一部を直します。遊具
については撤去し、新たに設置する予定はありません。 
 

綰放課後児童支援員は何ができるのか。また研修を
受ける資格や条件はあるのか。 
綏放課後の子どもの遊びと生活の場を見守ったり、
導いたりします。支援員の基準は保育士の資格、社
会福祉士の資格等になります。 

　≪附帯決議≫※ 
町民全体へのさらなる公共施設における利便性向
上のため、より広く意見を集約する必要があると
考え、利用者の負担増とならないよう実際の利用
状況にあわせた使用区分、及び料金等について適
切かつ早急に見直すことを強く求める。 
以上、決議する。 

※附帯決議とは…議決された案件に関して付される施行についての意見や希望などを表明する決議 

6月定例会 
6月定例会 
6月定例会 

8
人
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。
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＆
A

一
般
質
問 

Q
＆
A

一
般
質
問 

Q
＆
A

●
松
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◎
小
学
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・
中
学
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う
 

◎
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回
バ
ス
を
問
う
 

●
小

島

英

雄

 ・・・・・・・・・
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◎
国
保
と
重
症
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ぐ
課
題
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問
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◎
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頭
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文
化
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後
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た
め
に
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◎
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◎
利
用
者
満
足
度
の
高
い
公
共
施
設
を
目
指
し

て
 

◎
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
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め
る
仕
組
み
づ
く

り
を
 

◎
e
ス
ポ
ー
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に
対
す
る
考
え
と
そ
の
取
り
組
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は
あ
る
か
 

・
多
世
代
交
流
カ
フ
ェ
の
公
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に
お
け
る
審
査

を
問
う
 

●
黒

瀨

泰

孝

 ・・・・・・・・・
12
 

◎
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
外
出
支
援
を
問
う
 

●
櫻

井

　

明
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13
 

◎
高
齢
者
・
障
が
い
者
と
子
ど
も
の
交
通
手
段

確
保
・
安
全
対
策
 

◎
除
草
剤
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布
に
お
け
る
啓
発
事
業
 

◎
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施

を
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◎
主
体
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な
異
文
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コ
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ュ
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シ
ョ
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ど
も
た
ち
へ
 

◎
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災
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●
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◎
災
害
時
の
対
応
を
問
う
 

◎
不
登
校
へ
の
対
応
を
問
う
 

・
祖
父
母
手
帳
の
作
成
を
問
う
 

 

質 問 事 項 

　
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
の
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来
に
対
す
る
考
え
方
な
ど
の
報
告
や
説
明
を
町
に
求
め
、

適
切
な
町
政
運
営
を
進
め
て
い
る
か
チ
ェ
ッ
ク
す
る
も
の
で
す
。
 

　
こ
の
議
会
だ
よ
り
で
は
、
◎
の
項
目
を
議
員
本
人
が
執
筆
（
要
約
）
し
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
 

《訂正とお詫び》 
前号（P８）の予算特別委員会の報告に誤りがありましたので、下記のとおり訂正しお詫びします。 

［正］：議案第１９号　平成３１年度羽島郡二町教育委員会特別会計予算について 

議案第24号 
町森林環境譲与税基金条例について 

議案第21、25～34号までの計11案件について 
（消費税増税関連） 

議案第35号 
町総合健康福祉センター条例の一部改正について 

議案第37号 
町すこやかセンター条例について 

議案第38号 
町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部改正について 

議案第36号 
町福祉医療費助成に関する条例の一部改正について 
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小島 英雄 議員 松　 浩二 議員 

（
教
育
長
）
昨
年

１１
月
の
調
査
で
は

郡
内
の
一
人
当
た
り
の
一
週
間
の

平
均
時
間
外
勤
務
は
、
小
学
校

１３
時
間

２４
分
、
中
学
校

２１
時
間

２０
分
で
し
た
。

精
神
疾
患
等
で
病
気
休
暇
中
の
教
職
員

は
い
ま
せ
ん
が
、
本
年
度
す
べ
て
の
教

職
員
に
年
２
回
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

の
実
施
。
面
接
指
導
医
に
よ
る
面
談
と

勤
務
実
態
調
査
や
職
場
環
境
の
整
備
を

行
い
ま
す
。
 

 

（
教
育
長
）
先
生
が
子
ど
も
た
ち
に

関
わ
る
時
間
を
多
く
生
み
出
し
、

今
ま
で
以
上
に
一
人
一
人
の
児
童
生
徒

の
成
長
に
寄
り
添
う
と
と
も
に
、
家
庭

・
地
域
・
学
校
が
協
働
し
て
次
世
代
の

羽
島
郡
を
担
う
若
者
を
育
て
る
体
制
を

整
え
る
た
め
、
二
学
期
制
を
検
討
し
導

入
し
ま
し
た
。
令
和
２
年
度
よ
り
新
し

い
学
習
指
導
要
領
に
よ
る
教
育
活
動
が

始
ま
り
ま
す
が
、
岐
南
町
の
各
学
校
は

そ
れ
に
先
駆
け
て
順
調
に
実
施
し
て
い

ま
す
。
本
年
度
末
に
は
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

実
施
し
、
二
学
期
制
の
成
果
検
証
を
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 
（
教
育
長
）
基
本
方
針
を
「
１
、
家

庭
・
地
域
の
期
待
に
応
え
、
夢
と

自
信
を
も
ち
、
可
能
性
に
挑
戦
す
る
た

め
に
必
要
な
力
の
育
成
。
」
「
２
、
個
性

や
能
力
を
発
揮
し
て
活
躍
し
、
学
び
続

け
る
活
力
と
連
帯
感
の
あ
る
人
づ
く
り
。」

と
し
、
こ
の
基
本
方
針
を
具
現
す
る
た

め
５
つ
の
基
本
目
標
、
さ
ら
に
具
体
的

な
実
践
項
目
を
設
定
し
ま
し
た
。
本
年
度
、

英
検
の
補
助
事
業
を
実
施
し
、
国
際
理

解
教
育
の
推
進
を
す
る
な
ど
児
童
生
徒

の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。
 

 
（
建
設
部
長
）
都
市
計
画
道
路
は
現

在
１２
路
線
が
計
画
決
定
さ
れ
整
備

の
進
捗
率
は
約

４６
％
で
す
。
人
口
減
少

や
交
通
量
減
少
の
対
応
も
必
要
で
、
今

後
は
岐
阜
都
市
計
画
区
域
と
し
て
関
連

す
る
都
市
計
画
道
路
網
と
の
整
合
、
調

整
を
図
り
、
見
直
し
作
業
を
考
え
て
い

ま
す
。
 

 

（
建
設
部
長
）
デ
リ
ネ
ー
タ
ー
や
ス

ワ
ラ
イ
ト
ア
ロ
ー
の
設
置
、
カ
ラ

ー
舗
装
な
ど
交
通
安
全
対
策
を
実
施
、

ま
た
停
止
線
や
横
断
歩
道
な
ど
公
安
委

員
会
へ
要
望
し
て
い
ま
す
。
 

 
（
住
民
経
済
教
育
部
長
）
過
去
に
運

行
し
て
い
た
「
に
じ
バ
ス
」
を
廃

止
し
た
経
緯
も
あ
り
、
現
在
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
の
利
便
性
向
上
に
努

め
て
い
ま
す
。
 

 

（
民
生
部
長
）
糖
尿
病
に
関
し
て
は
、

糖
尿
病
重
症
化
予
防
の
推
進
を
医

療
適
正
化
の
観
点
か
ら
も
、
喫
緊
の
課

題
と
し
て
取
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

具
体
的
に
は
、
平
成

３０
年
度
に
策
定
し

ま
し
た
、
岐
南
町
糖
尿
病
性
腎
症
重
症

化
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、
効
果
的

と
思
わ
れ
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

方
策
の
柱
と
し
て
、
受
診
の
勧
奨
や
重

症
化
の
リ
ス
ク
が
高
い
住
民
に
対
す
る

保
健
指
導
の
２
つ
を
掲
げ
、
各
種
デ
ー

タ
の
分
析
か
ら
対
象
と
な
る
住
民
を
抽

出
し
、
対
象
者
に
対
し
て
、
様
々
な
機

会
を
捉
え
て
勧
奨
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
タ
ー
ゲ
ッ
ト
別
の
受

診
勧
奨
の
方
法
に
つ
い
て
、
頂
戴

し
た
ア
イ
デ
ア
も
含
め
て
検
討
を
行
い
、

町
と
し
て
は
、
被
保
険
者
の
疾
病
予
防
、

重
症
化
予
防
の
た
め
の
取
組
み
を
し
っ

か
り
と
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
１
人
当
た
り
の
医
療

費
の
動
向
か
ら
し
ま
す
と
、
国
保

税
の
引
き
上
げ
を
避
け
る
こ
と
は
、
困

難
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
今
般

の
制
度
改
革
は
、
大
き
な
課
題
を
抱
え

て
い
る
国
民
健
康
保
険
を
、
持
続
可
能

な
医
療
保
険
制
度
と
す
る
た
め
に
行
わ

れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
町
と
し
て
は
、

国
が
定
め
る
賦
課
限
度
額
、
県
が
示
す

市
町
村
標
準
保
険
料
率
に
で
き
る
限
り
、

合
わ
せ
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

将
来
的
な
保
険
料
水
準
の
県
内
統
一
を
、

県
と
一
体
と
な
っ
て
目
指
し
て
い
き
ま

す
。
 

 
（
教
育
長
）
教
職
員
を
は
じ
め
公
務

員
に
は
、
職
務
の
内
外
を
問
わ
ず
、

公
務
員
が
そ
の
身
分
を
有
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
守
る
べ
き
義
務
が
、
地
方
公
務

員
法
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
事
案

で
は
、
地
方
公
務
員
法
第

３３
条
「
信
用

失
墜
行
為
の
禁
止
」
に
違
反
す
る
も
の

で
す
。
こ
の
「
職
務
の
内
外
を
問
わ
ず
」

を
今
ま
で
以
上
に
強
調
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識

の
向
上
に
向
け
て
、
「
岐
阜
県
教
職
員

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

を
活
用
し
、
綱
紀
の
粛
正
を
図
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
 

（
教
育
長
）
現
在
残
っ
て
い
る
曲
輪

と
見
ら
れ
る
土
塁
は
、
高
さ
３
m

の
土
塁
が
残
っ
て
い
ま
す
。
わ
ず
か
の

記
録
で
す
が
、
伏
屋
家
の
古
文
書
、
尾

濃
葉
栗
見
聞
集
、
明
智
軍
記
等
に
記
録

が
あ
り
、
大
切
に
す
る
べ
く
文
化
財
と

考
え
て
い
ま
す
。
 

境町のスーパーグローバル 
スクール事業 

町設置のスワライトアロー 

大切にしたい文化財 

健康寿命を 
延ばすための検診 

 

５０
余
年
前
に
決
め
ら
れ
た
都
市
計

画
に
基
づ
き
計
画
路
線
と
な
っ
た

新
所
平
島
線
な
ど
の
進
捗
状
況
は
。
ま

た
、
道
路
建
設
計
画
は
、
実
際
の
必
要

性
を
検
証
し
進
め
る
と
良
い
と
思
わ
れ

る
が
。
 

教
職
員
の
多
忙
化
が
深
刻
な
状
況

で
あ
る
と
文
部
科
学
省
に
お
い
て

も
報
告
さ
れ
、
精
神
疾
患
や
過
労
で
亡

く
な
ら
れ
た
例
も
あ
る
が
、
岐
南
町
の

状
況
は
ど
う
か
。
 

糖
尿
病
は
現
代
の
国
民
病
と
も
言

わ
れ
、
こ
の
糖
尿
病
の
重
症
化
を

防
ぐ
こ
と
は
重
要
で
す
。
糖
尿
病
重
症

化
予
防
に
務
め
、
重
症
化
さ
せ
な
い
取

組
や
対
策
は
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
 

町
道
の
拡
幅
が
進
み
、
同
時
に
事

故
が
発
生
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

管
理
者
と
し
て
対
応
を
。
 

高
齢
化
が
進
み
、
免
許
返
納
な
ど

増
加
が
想
定
さ
れ
る
が
、
近
隣
市

の
よ
う
に
巡
回
バ
ス
が
必
要
と
な
る
か
。
 

岐
南
町
の
教
育
基
本
方
針
は
ど
の

よ
う
か
。
ま
た
、
来
年
度
よ
り
英

語
が
小
学
校
3
年
生
で
必
須
と
な
り
グ

ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
な
か
、
茨
城
県
の

境
町
の
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ク
ー

ル
事
業
の
よ
う
に
岐
南
町
と
し
て
も
力

を
入
れ
る
べ
き
で
は
。
 

小
・
中
学
校
と
も
に
二
学
期
制
と

な
っ
て
6
年
目
に
な
る
が
、
現
況

は
ど
う
か
。
二
学
期
制
を
導
入
し
そ
の

後
、
ま
た
三
学
期
制
に
戻
し
た
と
こ
ろ

が
あ
る
。
両
方
が
混
在
し
て
い
る
ま
ち

も
あ
る
が
、
岐
南
町
に
お
い
て
も
、
あ

る
程
度
の
区
切
り
で
検
証
も
必
要
で
は

な
い
か
。
 

伏
屋
城
跡
は
砦
の
類
で
、
「
土
塁
」

だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

先
人
た
ち
が
残
し
た
生
き
た
証
で
あ
り
、

土
塁
の
建
造
に
ま
つ
わ
る
、
歴
史
の
知

ら
れ
ざ
る
一
面
を
紹
介
し
、
広
く
住
民

に
伝
え
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
だ
と
思

う
が
。
 

小
学
校
・
中
学
校
を
問
う
 

町
内
巡
回
バ
ス
を
問
う
 

移
動
手
段
の
確
保
 

部
長
　
コ
ミ
タ
ク
利
便
性
向
上
に
努
め
る
 

道
路
環
境
と
整
備
を
問
う
 

国
保
と
重
症
化
を
防
ぐ
 

課
題
と
問
題
 

糖
尿
病
の
重
症
化
防
ぐ
対
策
 

部
長
　
対
象
者
に
勧
奨
を
行
う
 

教
頭
不
祥
事
の
顚
末
 

文
化
財
を
後
世
に
残
す
た
め
に
 

今
回
の
事
件
は
生
徒
の
教
育
や
学

校
に
対
す
る
信
頼
を
損
ね
、
住
民

の
信
用
を
も
大
き
く
失
墜
す
る
不
祥
事

で
し
た
。
教
育
長
は
教
職
員
を
監
督
・

指
導
す
る
立
場
に
あ
り
、
二
度
と
不
祥

事
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、
今
後
ど
の

よ
う
に
位
置
づ
け
、
ど
う
防
止
さ
れ
て

い
く
の
か
。
 

特
定
検
診
に
つ
い
て
は
、
受
診
率

が
国
・
県
平
均
よ
り
も
大
幅
に
下

回
っ
て
い
ま
す
。
住
民
の
受
診
率
が
目

標
に
到
達
し
て
い
ま
せ
ん
。
提
案
し
ま

す
が
、
過
去
3
年
以
上
受
診
し
て
い
な

い
住
民
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
、
受
診

勧
奨
を
行
い
受
診
率
の
向
上
を
図
る
考

え
は
あ
る
か
。
 

国
保
制
度
の
安
定
的
か
つ
持
続
的

運
営
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、
被

保
険
者
の
保
険
税
負
担
が
ど
う
あ
る
べ

き
か
、
担
当
者
の
考
え
は
。
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加藤 雅浩 議員 木下 美津子 議員 

（
教
育
長
）
５
月
に
２
回
各
学
校
に

周
知
徹
底
し
、
教
職
員
に
は
日
本

ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
『
熱
中
症

を
予
防
し
よ
う
』
を
周
知
し
ま
し
た
。
 

 
（
教
育
長
）
昨
年
よ
り
、
環
境
省
熱

中
症
予
防
情
報
サ
イ
ト
発
表
の
暑

さ
指
数

３１
℃
以
上
時
の
屋
外
活
動
は
原

則
実
施
せ
ず
、

３１
℃
未
満
で
も
状
況
判

断
し
、
児
童
生
徒
の
健
康
を
第
一
優
先

と
し
判
断
し
て
い
ま
す
。
保
健
室
に
は

経
口
補
水
液
を
常
備
し
、
運
動
会
等
に

は
塩
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
購
入
を
検
討
し
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
平
成

２３
年
よ
り
A
E
 

D
講
習
会
を
開
催
。
防
災
訓
練
時

に
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
岐
南
町
内
に

は
公
共
施
設
、
民
間
企
業
等
で

６３
事
業

所
が
A
E
D
を
保
有
し
て
い
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
A
E
D
パ
ッ
ド
装
着

時
、
服
や
下
着
を
脱
が
さ
な
く
て

も
パ
ッ
ド
は
貼
れ
る
こ
と
を
講
習
時
等

に
説
明
し
指
導
す
る
と
共
に
、
女
性
へ

の
対
応
の
チ
ラ
シ
配
布
や
町
施
設
の

A
E
D
に
三
角
巾
を
配
備
す
る
こ
と
を

検
討
し
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
近
隣
市
町
の
設
置
状

況
を
見
て
検
討
し
ま
す
。
 

 
（
建
設
部
長
）
小
中
学
校
を
対
象
に

「
交
通
安
全
教
室
」
を
毎
年
実
施

と
通
学
路
で
の
指
導
も
日
常
的
に
行
っ

て
ま
す
。
高
齢
者
を
対
象
に
警
察
署
主

催
の
サ
ロ
ン
で
の
指
導
も
実
施
し
て
い

ま
す
。
 

 
（
建
設
部
長
）
自
転
車
通
学
の
中
学

生
は
自
転
車
保
険
加
入
が
必
須
で

す
。
自
転
車
保
険
加
入
義
務
化
の
条
例

等
は
他
市
町
の
動
向
を
踏
ま
え
慎
重
に

検
討
し
ま
す
。
 

 

（
建
設
部
長
）
２
公
園
は
都
市
計
画

公
園
で
す
。
地
元
の
要
望
も
踏
ま

え
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
公

園
施
設
再
整
備
事
業
と
し
て
進
め
ま
す
。
 

 
（
建
設
部
長
）
ま
ず
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
に
周
知
し
、
そ
の
後
説
明
の

立
て
看
板
も
検
討
し
ま
す
。
 

 

（
住
民
経
済
教
育
部
長
）
誰
も
が
使

い
や
す
い
ト
イ
レ
に
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
洋
式
化
を
進
め
る
こ
と
は
、

重
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
施
設
の
利
用
状
況
等
も
考
慮
し
つ

つ
、
他
の
部
分
の
改
修
に
合
わ
せ
て
実

施
す
る
な
ど
の
手
法
も
取
り
入
れ
、
優

先
順
位
を
つ
け
て
洋
式
化
を
進
め
ま
す
。
 

　
講
堂
の
ト
イ
レ
設
置
要
望
に
つ
い
て

は
、
当
初
の
設
計
コ
ン
ペ
に
お
い
て
、

講
堂
内
に
設
置
し
て
い
ま
し
た
が
、
各

課
職
員
の
要
望
・
調
整
等
を
経
て
、
倉

庫
の
確
保
、
客
席
収
納
装
置
等
の
要
望

を
受
け
、
講
堂
内
へ
の
設
置
が
困
難
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
講
堂
外
部
へ
の

設
置
も
検
討
し
ま
し
た
が
、
十
分
な
規

模
の
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
こ
と
が
難
し

く
、
景
観
上
や
空
調
機
能
へ
の
支
障
が

懸
念
さ
れ
、
利
便
性
も
向
上
し
な
い
と

判
断
し
ま
し
た
。
 

 
（
総
務
部
長
）
熊
本
地
震
や
西
日
本

に
お
け
る
豪
雨
の
際
に
は
、
大
手

通
信
事
業
者
が
協
力
し
て
、
各
社
が
設

置
し
て
い
る
Wi-

Fi
を
無
料
で
使
え
る
よ

う
な
取
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
災
害
時
の
避
難
所
で
の
利
用
の
み
で

考
え
る
の
で
は
な
く
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

に
資
す
る
観
点
か
ら
、
Wi-

Fi
利
用
で
き

る
状
態
が
好
ま
し
い
と
の
要
望
も
聞
い

て
お
り
、
今
後
、
利
用
者
状
況
や
、
Wi-

Fi
利
用
へ
の
関
心
等
の
調
査
を
行
い
、

整
備
に
向
け
た
検
討
を
進
め
た
い
と
考

え
ま
す
。
 

 

（
総
務
部
長
）
自
治
体

３.０
と
は
、
奈

良
県
生
駒
市
長
が
積
極
的
に
発
信

さ
れ
て
い
る
ま
ち
づ
く
り
の
発
達
段
階

に
お
け
る
一
つ
の
ス
テ
ー
ジ
だ
と
理
解

し
て
い
ま
す
。
 

　
生
駒
市
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
住
民
が

主
体
と
な
り
汗
を
か
く
こ
と
で
、
地
域

に
対
す
る
愛
着
の
醸
成
、
地
域
に
対
す

る
関
心
度
の
向
上
が
期
待
で
き
、
住
民

自
身
が
ま
ち
づ
く
り
に
主
体
的
に
関
わ

る
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
で
あ
る

と
い
う
認
識
も
強
ま
り
、
住
民
満
足
度

や
定
住
希
望
率
の
向
上
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
目
指

す
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
は
、
共
感
で
き

る
と
こ
ろ
で
す
。
 

　
現
在
、
自
治
会
や
各
種
団
体
な
ど
と

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
今
後
、
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
方
法
や
、
お
互
い
に
情
報
提
供

・
収
集
が
で
き
る
場
の
創
出
な
ど
、
信

頼
関
係
を
醸
成
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を

構
築
す
る
た
め
、
自
治
体

３.０
の
ま
ち
づ

く
り
を
は
じ
め
、
他
市
町
の
事
例
を
研

究
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 

（
住
民
経
済
教
育
部
長
）
茨
城
県
で

開
催
さ
れ
る
国
民
体
育
大
会
や
全

国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
も
種
目
化

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
我
が
国
の
e

ス
ポ

ー
ツ
文
化
の
後
進
性
、
ま
た
社
会
通
念

と
し
て
e

ス
ポ
ー
ツ
が
「
ス
ポ
ー
ツ
」

と
し
て
の
認
識
を
さ
れ
て
い
な
い
現
状

で
は
、
町
と
し
て
は
「
ス
ポ
ー
ツ
」
と

捉
え
き
れ
て
お
ら
ず
、
現
時
点
で
、
何

ら
か
の
取
り
組
み
を
す
る
こ
と
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
近
い
将
来
大

き
く
盛
り
上
が
っ
て
い
く
分
野
で
あ
る

と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
県
や
他
市

町
村
の
動
向
や
、
社
会
情
勢
を
注
視
し

つ
つ
柔
軟
に
対
応
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
 

 

健康遊具の背伸ばしベンチの 
正しい使い方 

公共施設設置の
AED

自治体3.0とは、奈良県生駒市長が 
発信するまちづくりの発達段階 

優先順位つけて 
洋式化を進める 

町
の
3
公
園
に
設
置
の
健
康
遊
具

の
背
伸
ば
し
ベ
ン
チ
の
正
し
い
使

い
方
を
理
解
し
て
い
る
方
が
少
な
い
の

で
は
。
使
用
方
法
を
表
示
し
た
立
て
看

板
の
設
置
を
希
望
す
る
。
 

県
の
都
市
計
画
に
上
が
っ
て
い
る

平
島
公
園
、
蛇
池
公
園
の
今
後
の

整
備
計
画
は
。
 

町
施
設
A
E
D
を
3
6
5
日
２４
時

間
使
用
可
能
に
す
る
た
め
に
、
屋

外
移
設
、
屋
外
新
設
の
考
え
は
。
 

自
転
車
が
歩
行
者
や
他
の
自
転
車

を
巻
き
込
ん
だ
事
故
は
多
い
。
安

全
教
育
の
取
組
み
は
。
 

A
E
D
の
使
用
実
績
調
査
で
倒
れ

た
人
の
男
女
差
の
報
告
に
、
女
性

の
方
が
３０
ポ
イ
ン
ト
低
い
と
あ
る
。
そ

の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
が
女
性
の
素
肌

に
A
E
D
パ
ッ
ド
を
装
着
す
る
こ
と
に

一
定
の
抵
抗
感
が
あ
る
の
で
は
と
分
析

し
て
い
る
。
男
女
の
使
用
率
の
差
を
埋

め
る
対
策
を
問
う
。
 

学
校
の
暑
さ
対
策
へ
の
 

備
え
と
対
処
 

A
E
D
を
よ
り
積
極
的
に
 

活
用
す
る
た
め
に
 

公
共
施
設
A
E
D
の
屋
外
設
置
 

部
長
　
近
隣
市
町
の
状
況
を
見
て
検
討
 

自
転
車
の
安
心
・
 

安
全
な
利
用
の
た
め
に
 

多
世
代
が
集
う
公
園
整
備
を
 

す
す
め
る
た
め
に
 

利
用
者
満
足
度
の
高
い
 

公
共
施
設
を
目
指
し
て
 

避
難
所
施
設
の
Wi-

Fi
設
置
を
 

部
長
　
整
備
に
向
け
た
検
討
を
進
め
た
い
 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
 

進
め
る
仕
組
み
づ
く
り
を
 

e
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
考
え

と
そ
の
取
り
組
み
は
あ
る
か
 

自
転
車
保
険
加
入
の
義
務
化
や
促

進
へ
の
考
え
は
。
 

A
E
D
を
積
極
的
に
活
用
す
る
た

め
の
推
進
策
は
。
 

避
難
所
と
な
る
施
設
へ
の
Wi-

Fi
設

置
を
。
 

自
治
体

３.０
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
。
 

町
と
し
て
e
ス
ポ
ー
ツ
を
ど
う
捉

え
て
い
る
か
。
 

公
共
施
設
の
ト
イ
レ
洋
式
化
と
中

央
公
民
館
講
堂
の
ト
イ
レ
設
置
要

望
に
つ
い
て
。
 

熱
中
症
対
策
と
し
て
暑
さ
指
数
計

測
器
の
設
置
や
経
口
補
水
飲
料
等

の
常
備
な
ど
の
具
体
的
備
え
の
状
況
は
。
 

夏
に
向
け
学
校
で
の
熱
中
症
対
策

で
教
職
員
へ
の
正
し
い
知
識
と
適

切
な
対
処
へ
の
習
得
の
実
施
状
況
は
。
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櫻井 　明 議員 黒瀨 泰孝 議員 

（
民
生
部
長
）
県
内
の
近
隣
市
町
で

は
、
路
線
バ
ス
や
鉄
道
の
Ｉ
Ｃ
乗

車
券
の
配
布
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

期
間
限
定
無
料
乗
車
券
等
の
配
布
な
ど

を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
民
間
事
業
者
で
あ
る
岐
阜
乗

合
自
動
車
株
式
会
社
で
は
、
運
転
経
歴

証
明
書
の
提
示
で
岐
阜
バ
ス
全
路
線
の

運
賃
が
半
額
と
な
る
制
度
も
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
町
に
お
い
て
は
、
今
年
度

か
ら

６５
歳
以
上
の
方
や
、
疾
病
も
し
く

は
心
身
に
障
害
の
あ
る
方
で
、
運
転
免

許
証
を
返
納
さ
れ
た
方
に
対
し
て
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
を
２
年
間
無

料
で
利
用
で
き
る
「
高
齢
者
等
運
転
免

許
証
自
主
返
納
支
援
事
業
」
を
開
始
し

ま
し
た
。
 

　
こ
の
事
業
は
、
高
齢
者
や
そ
の
家
族

な
ど
が
、
高
齢
等
に
よ
り
自
家
用
車
の

運
転
に
不
安
を
感
じ
た
場
合
に
、
運
転

免
許
証
の
自
主
返
納
を
促
し
、
高
齢
者

等
の
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
の
減
少
を

目
的
に
す
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
、
町

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
の
利
用
促

進
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
 

 

（
民
生
部
長
）
高
齢
者
や
障
害
者
の

方
で
、
一
般
の
公
共
交
通
機
関
の

ご
利
用
が
困
難
な
方
に
つ
い
て
は
、
介

護
保
険
制
度
や
障
害
者
総
合
支
援
法
に

基
づ
く
移
動
手
段
の
確
保
や
福
祉
車
両

を
用
い
た
福
祉
タ
ク
シ
ー
や
、
障
害
者

と
要
介
護
者
に
限
定
さ
れ
ま
す
が
、
福

祉
有
償
運
送
等
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
な
ど

を
促
す
こ
と
で
、
住
民
の
皆
様
の
移
動

手
段
の
確
保
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
 

　
ま
た
、
引
き
続
き
地
域
住
民
の
潜
在

的
な
力
を
発
揮
し
、
創
意
工
夫
を
凝
ら

し
た
活
動
が
展
開
で
き
る
よ
う
支
援
す

る
と
と
も
に
、
移
動
支
援
に
つ
い
て
も
、

新
た
な
担
い
手
の
参
画
や
サ
ー
ビ
ス
の

創
出
が
行
え
る
よ
う
関
係
機
関
と
協
議

す
る
と
と
も
に
、
県
内
の
近
隣
市
町
の

先
進
的
な
事
例
を
研
究
し
て
い
き
ま
す
。
 

 
（
住
民
経
済
教
育
部
長
）
平
成

３０
年

度
の
年
間
利
用
人
数
は
１
５
２
２

人
と
大
幅
な
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
民
間
停
留
所
を
設
置
し
た
こ
と
が
、

利
用
者
数
の
増
加
に
一
定
の
効
果
が
あ

っ
た
と
考
え
て
お
り
、
引
き
続
き
、
民

間
停
留
所
の
拡
充
を
目
指
し
、
広
報
に

よ
る
Ｐ
Ｒ
や
直
接
各
事
業
所
に
対
す
る

働
き
か
け
を
行
い
、
利
便
性
の
向
上
に

繋
げ
て
い
く
ほ
か
、
民
間
停
留
所
が
拡

充
さ
れ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
が

便
利
に
な
っ
た
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し
、
更
な

る
利
用
度
ア
ッ
プ
を
目
指
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
単

体
で
は
対
応
が
困
難
で
あ
る
移
動
困
難

な
高
齢
者
や
障
害
者
に
対
し
て
は
、
介

護
保
険
制
度
や
障
害
者
総
合
支
援
法
に

基
づ
く
移
動
支
援
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

活
用
す
る
な
ど
民
生
部
と
協
力
し
、
支

援
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 

（
住
民
経
済
教
育
部
長
）
民
間
停
留

所
を
平
成

３０
年
２
月
以
降
、
医
療

機
関
に
４
、
金
融
機
関
に
１
、
理
髪
店

に
１
箇
所
設
置
し
ま
し
た
。
そ
の
成
果

と
し
て
、
利
用
人
数
が
大
幅
に
増
加
し

ま
し
た
。
 

　
今
後
も
、
民
間
停
留
所
を
増
や
す
こ

と
に
よ
り
、
利
用
す
る
方
の
自
宅
や
目

的
地
の
近
く
ま
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク

シ
ー
が
運
行
さ
れ
、
更
に
利
用
し
や
す

く
便
利
な
も
の
に
な
る
と
考
え
引
き
続

き
、
民
間
停
留
所
の
拡
充
を
目
指
し
、

広
報
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
や
直
接
各
事
業
所
に

対
す
る
働
き
か
け
を
行
い
た
い
と
考
え

ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
今
年
度
か
ら

６５
歳
以

上
の
方
や
、
疾
病
も
し
く
は
心
身

に
障
害
の
あ
る
方
で
、
運
転
免
許
証
を

返
納
さ
れ
た
方
に
対
し
て
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
を
２
年
間
無
料
で
利

用
で
き
る
「
高
齢
者
等
運
転
免
許
証
自

主
返
納
支
援
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
 

　
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、
制
度
の

利
用
状
況
を
踏
ま
え
、
今
後
検
討
し
た

い
と
考
え
ま
す
。
 

 
（
建
設
部
長
）
新
た
な
「
ス
ク
ー
ル

ゾ
ー
ン
」
「
キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
」
「
防

護
柵
の
設
置
」
「
減
速
ロ
ー
ド
ハ
ン
プ
」

な
ど
歩
行
者
、
自
転
車
等
が
安
全
で
安

心
に
通
行
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
絶
え

ず
、
町
内
の
交
通
事
情
を
把
握
し
な
が

ら
、
交
通
安
全
対
策
施
設
整
備
に
努
め

ま
す
。
 

 
（
住
民
経
済
教
育
部
長
）
岐
阜
県
発

行
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
こ
の
よ
う

な
所
で
、
周
囲
を
気
に
せ
ず
農
薬
を
散

布
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
」
を
７
月
に
全

戸
回
覧
と
共
に
窓
口
に
も
置
き
、
早
急

な
周
知
、
啓
発
に
努
め
ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
自
己
決
定
等
の
判
断

が
難
し
い
方
々
へ
の
支
援
を
よ
り

重
点
的
に
行
い
、
今
後
も
関
係
す
る
機

関
と
の
連
携
構
築
に
務
め
、
今
あ
る
制

度
を
上
手
く
活
用
し
な
が
ら
、
個
々
の

相
談
内
容
に
適
し
た
支
援
方
法
を
模
索

し
、
き
め
細
や
か
な
相
談
・
支
援
を
し

ま
す
。
 

 

化学物質過敏症啓発リーフレット 

民間停留所 

参
考 : 

神
戸
町
ば
ら
タ
ク
サ
ー
ビ
ス 

買
物
、
通
院
等
の
交
通
手
段
に
苦

労
さ
れ
る
高
齢
者
や
障
害
を
持
つ

方
々
が
加
速
的
に
増
加
し
て
い
る
。
 

　
健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
こ
の
町
に
住

み
続
け
る
喜
び
を
実
感
し
て
頂
く
施
策

の
実
施
を
。
 

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
 

外
出
支
援
を
問
う
 

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
制
度
 

部
長
　
交
通
事
故
の
減
少
を
目
的
に
す
る
 

高
齢
者
・
障
が
い
者
と
子
ど
も

の
交
通
手
段
確
保
・
安
全
対
策
 

タ
ク
シ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
 

部
長
　
民
間
停
留
所
の
拡
充
を
目
指
す
 

除
草
剤
散
布
に
お
け
る
 

啓
発
事
業
 

早
急
な
周
知
・
啓
発
策
の
実
施
 

部
長
　
防
止
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
全
戸
回
覧
 

身
元
保
証
等
高
齢
者
 

サ
ポ
ー
ト
事
業
の
実
施
を
 

当
町
の
保
証
制
度
の
実
施
を
 

部
長
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
対
応
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
の
利
用

度
ア
ッ
プ
の
改
善
策
に
つ
い
て
。
 

岐
南
町
版
の
福
祉
移
送
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
。
 

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
者
へ
の

支
援
・
対
策
に
つ
い
て
。
 

通
学
路
等
の
早
期
再
点
検
と
対
策

実
施
を
。
 

岐
阜
県
は
化
学
物
質
過
敏
症
に
つ

い
て
、
国
の
通
達
に
よ
る
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
配
布
し
広
報
に
努
め

て
い
る
。
 

　
特
に
、
除
草
剤
「
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
」

の
主
成
分
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
は
、
ご
く
微

量
で
も
脂
肪
肝
疾
患
を
引
き
起
こ
し
た

り
、
神
経
毒
と
し
て
、
自
閉
症
や
認
知

症
を
誘
発
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
早
急

な
周
知
・
啓
発
策
の
実
施
を
。
 

 

７５
才
以
上
の
死
亡
事
故
が
急
増
し

て
い
る
。
事
故
原
因
は
「
操
作
不

適
・
認
知
機
能
低
下
」
で
す
。
 

　
県
調
査
で
７５
才
以
上
の
３４
%
が
免
許

は
「
返
納
し
な
い
」
と
回
答
。
こ
の
内

「
交
通
手
段
が
あ
れ
ば
返
納
可
能
」
と

も
回
答
。
更
な
る
返
納
支
援
事
業
の
拡

充
を
。
 

認
知
症
や
知
的
障
害
な
ど
で
判
断

力
が
不
十
分
な
人
の
財
産
管
理
や

生
活
支
援
を
。
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伊藤 勝利 議員 後藤 友紀 議員 

（
教
育
長
）
小
学
校
３
〜
６
年
生
と

も
に
、
英
語
学
習
の
授
業
時
間
数

が
年
間

２０
時
間
増
え
、
評
価
方
法
が
記

述
方
法
か
ら
３
段
階
等
の
評
価
に
変
化

し
ま
す
。
 

 
（
教
育
長
）
外
国
語
活
動
及
び
英
語

の
授
業
時
数
が
増
加
し
、
毎
週
１

時
間
授
業
が
増
え
、
そ
の
た
め
に
は
、

「
年
間
指
導
計
画
の
作
成
」、
「
各
授
業

時
間
の
教
材
研
究
」
、
「
各
授
業
の
教
材

・
教
具
の
準
備
」
等
、
多
く
の
時
間
を

費
や
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
新

し
く
教
科
書
を
使
っ
た
授
業
と
な
り
、

教
材
研
究
や
教
材
・
教
具
の
準
備
に
は

多
大
な
時
間
を
要
す
る
こ
と
に
も
な
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
児
童
の
相

談
や
保
護
者
対
応
、
教
材
研
究
に
費
や

し
て
い
た
１
時
間
が
授
業
時
間
と
な
る

た
め
、
こ
れ
ら
の
業
務
を
別
の
時
間
に

行
う
必
要
も
生
じ
、
教
員
の
負
担
は
増

加
し
ま
す
。
 

 
（
教
育
長
）
各
小
学
校
の
「
小
学
校

教
師
の
う
ち
中
・
高
等
学
校
英
語

免
許
状
を
所
有
し
て
い
る
割
合
」
は
８

％
で
あ
り
、
全
国
と
比
べ
て
同
等
の
状

況
で
す
。
今
年
度
の
岐
阜
県
教
員
採
用

選
考
試
験
で
は
、
中
学
校
英
語
免
許
を

所
有
し
て
い
る
者
な
ど
に
、
加
点
す
る

こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
来
年
度
に
向
け
、

英
語
に
堪
能
な
教
員
を
羽
島
郡
に
配
置

で
き
る
よ
う
県
に
強
く
働
き
か
け
て
い

き
ま
す
。
 

 
（
教
育
長
）
現
在
、
３
〜
６
年
生
の

全
て
の
英
語
学
習
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
指

導
教
諭
の
補
佐
と
し
て
参
加
で
き
て
い

ま
せ
ん
し
、
日
本
人
外
国
語
活
動
指
導

助
手
も
雇
用
し
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
同
様
、
指

導
教
諭
の
補
佐
を
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、
日
本
人
英
語
助
手
を
含
め
て

も
、
全
て
の
英
語
学
習
の
補
佐
を
行
う

こ
と
が
で
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の

が
現
状
で
す
。
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
増
員
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
の
実
施
状
況
を
確
か
め

つ
つ
、
今
後
の
検
討
課
題
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
当
町
の
最
大
の
被
害

想
定
は
建
物
全
壊
９
２
０
棟
、
建

物
半
壊
１
８
８
４
棟
、
出
火
件
数

１９
件
。

人
的
被
害
は
死
者
数

２９
人
、
重
症
者

４５

人
、
負
傷
者
２
８
８
人
、
避
難
者
４
０

４
８
人
で
す
。
死
因
の
想
定
は
、
建
物

倒
壊
及
び
火
災
に
よ
る
も
の
で
す
。
 

 

（
総
務
部
長
）
指
定
避
難
所
の
ガ
ラ

ス
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
貼
付
が
未

施
工
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
こ
ち
ら
を

最
優
先
し
実
施
し
て
い
き
た
い
で
す
。

個
人
住
宅
の
家
具
転
倒
防
止
器
具
や
ガ

ラ
ス
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
補
助
事
業
は
、

現
在
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
の

自
治
会
の
防
災
訓
練
な
ど
で
メ
ニ
ュ
ー

の
一
つ
と
し
て
自
治
会
向
け
の
防
災
訓

練
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
反
映
し
、
訓
練
内
容

の
充
実
に
努
め
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
あ
ら
た
め
て
全
職
員

に
意
識
づ
け
を
し
て
い
く
こ
と
は

重
要
で
あ
り
、
今
後
も
県
の
防
災
・
減

災
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
活
用
し
た
研
修
を

実
施
し
て
い
き
た
い
で
す
。
 

 

（
総
務
部
長
）
町
で
は
、
障
害
者
に

限
ら
ず
、
要
介
護
者
を
含
め
一
人

で
避
難
が
困
難
な
方
を
避
難
行
動
要
支

援
者
と
し
て
把
握
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
内
、
個
人
情
報
の
外
部
提
供
に
同

意
さ
れ
た
方
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
関
係

機
関
に
情
報
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

災
害
時
の
避
難
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
現
在
の
「
福
祉
避
難
所
設
置

・
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
は
高
齢
者
を
対

象
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
障
害
者
や

妊
婦
、
乳
幼
児
な
ど
の
要
配
慮
者
に
つ

い
て
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
本
年
度
中

に
改
定
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
 

　
今
年
度
の
岐
南
町
総
合
防
災
訓
練
で

は
、
「
避
難
行
動
」
に
重
点
を
お
き
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
検
証
や
、
自
主
防
災
組

織
の
災
害
対
応
力
の
強
化
の
た
め
に
、

各
自
治
会
と
防
災
訓
練
の
計
画
を
進
め
、

災
害
発
生
時
に
即
応
で
き
る
訓
練
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
常
に
災
害
情
報
の

変
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
各
計
画

や
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
を
行
い
た
い

と
考
え
ま
す
。
 

 

（
教
育
長
）
校
長
室
登
校
に
つ
い
て

は
、
良
質
な
環
境
、
支
援
が
で
き

「
校
長
先
生
が
寄
り
添
っ
て
く
れ
る
。
」

「
自
分
を
分
か
ろ
う
と
し
て
い
て
も
ら

え
る
。
」
と
い
う
こ
と
が
児
童
生
徒
の
安

心
を
保
証
す
る
も
の
と
し
て
有
効
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
小
児
科
医
の
上
野
医
師
の
主
張
は
医

療
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
受
診
に
来
て
く
れ

れ
ば
、
あ
く
ま
で
も
子
ど
も
の
側
に
立

っ
て
「
来
て
く
れ
て
う
れ
し
い
を
伝
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
症
状
を
聞
く
こ

と
で
な
く
、
子
供
の
つ
ら
さ
に
共
感
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
の
事
で
す
。
 

　
校
長
室
で
上
野
医
師
の
よ
う
に
対
応

で
き
れ
ば
有
効
な
環
境
に
な
る
と
考
え

ま
す
。
 

 

（
教
育
長
）
生
徒
指
導
上
援
助
を
必

要
と
し
て
い
る
児
童
を
校
長
室
に

呼
ん
で
、
じ
っ
く
り
話
を
聞
い
た
り
、

ほ
め
た
り
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。
教
室

に
入
れ
な
い
不
登
校
傾
向
の
児
童
生
徒

は
、
相
談
室
や
保
健
室
に
来
て
学
習
を

進
め
ま
す
が
、
登
校
し
た
と
い
う
情
報

を
得
る
と
、
校
長
は
出
か
け
て
声
を
か

け
て
頂
い
て
い
ま
す
。
 

　
今
後
、
こ
れ
が
継
続
さ
れ
る
と
、
い

つ
も
校
長
先
生
か
ら
声
を
か
け
て
も
ら

え
る
、
い
つ
も
話
を
聞
い
て
も
ら
え
る

と
い
う
安
心
感
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、

校
長
室
が
気
楽
に
入
れ
、
安
心
の
場
に

な
る
よ
う
児
童
生
徒
に
寄
り
添
っ
て
頂

く
よ
う
依
頼
し
て
い
き
ま
す
。
 

 

ALT（外国人指導助手）との
楽しいコミュニケーション 

学習支援の様子 

自治会防災訓練での放水 

死
者
、
又
は
重
傷
者
・
負
傷
者
想

定
に
対
す
る
減
災
対
策
と
し
て
家

具
転
倒
防
止
器
具
の
取
り
付
け
や
ガ
ラ

ス
飛
散
防
止
の
補
助
、
ま
た
そ
れ
を
防

災
訓
練
の
メ
ニ
ュ
ー
に
取
り
入
れ
る
考

え
は
あ
る
か
。
 

災
害
の
発
生
時
に
お
い
て
、
要
に

な
る
の
は
自
主
防
災
組
織
に
な
り

ま
す
。
今
一
度
、
高
齢
者
や
障
害
者
な

ど
の
災
害
時
要
支
援
を
含
む
、
住
民
の

安
全
な
避
難
の
仕
組
み
づ
く
り
を
防
災

訓
練
で
確
認
し
地
域
防
災
対
策
の
強
化

が
必
要
と
考
え
る
が
。
 

主
体
的
な
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
子
ど
も
た
ち
へ
 

A
L
T
増
員
の
考
え
は
 

教
育
長
　
今
後
の
検
討
課
題
と
す
る
 

命
を
守
る
防
災
対
策
を
 

災
害
時
の
対
応
を
問
う
 

地
域
防
災
対
策
の
強
化
は
 

部
長
　
災
害
情
報
の
変
化
に
対
応
 

不
登
校
へ
の
対
応
を
問
う
 

地
震
に
よ
る
被
害
想
定
と
死
因
想

定
は
。
 

全
職
員
を
対
象
と
す
る
防
災
研
修

の
必
要
性
に
つ
い
て
の
考
え
は
。
 

A
L
T
増
員
の
考
え
は
。
 

英
語
教
科
化
に
よ
る
教
員
負
担
増

に
よ
る
影
響
は
。
 

来
年
度
か
ら
の
外
国
語
・
英
語
指

導
の
変
化
は
。
 

校
長
が
直
接
児
童
生
徒
と
向
き
合

っ
て
対
応
す
る
こ
と
は
可
能
か
。
 

勉
強
の
不
安
の
た
め
、
登
校
は
出

来
て
も
教
室
に
は
入
れ
な
い
児
童

生
徒
に
対
し
、
保
健
室
や
相
談
室
に
て

の
対
応
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
場
合
、

校
長
室
登
校
と
い
う
手
法
が
、
大
変
有

効
な
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
す
。
校
長
室

で
校
長
先
生
と
過
ご
す
こ
と
で
、
特
別

な
感
覚
が
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

と
、
小
児
科
医
の
上
野
医
師
が
述
べ
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
教
育
長
は
、
こ
の
様

に
対
応
す
る
こ
と
に
、
ど
の
様
な
認
識

を
お
持
ち
か
。
 

外
国
語
教
科
化
や
外
国
語
活
動
等

の
英
語
教
育
拡
充
に
対
し
て
の
指

導
教
員
の
確
保
や
育
成
は
。
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委
員
長
　
　
後
藤
　
友
紀 

副
委
員
長
　
加
藤
　
雅
浩 

委
　
員
　
　
大
塚
　
雅
司 

委
　
員
　
　
伊
藤
　
勝
利 

委
　
員
　
　
木
下
美
津
子 

○
岐
阜
県
地
方
競
馬
組
合
議
会
 

臨
時
会
 

○
国
際
交
流
協
会
総
会
 

○
青
少
年
育
成
町
民
会
議
総
会
 

○
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
 

○
岐
阜
南
青
色
申
告
会
代
議
員
総
会
 

○
商
工
会
ジ
ー
エ
ム
会
定
例
総
会
 

○
第
６
次
総
合
計
画
審
議
会
 

○
羽
島
郡
総
合
体
育
大
会
 

○
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
 

定
時
総
会
 

○
議
会
運
営
委
員
会
・
全
員
協
議
会
 

○
常
任
委
員
会
合
同
行
政
視
察
研
修
 

○
議
会
制
度
改
革
検
討
会
 

○
岐
阜
県
東
海
北
陸
自
動
車
道
建
設

連
絡
協
議
会
定
期
総
会
 

○
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会
 

○
木
曽
三
川
公
園
建
設
促
進
上
流
域

連
絡
協
議
会
総
会
 

○
羽
島
郡
町
村
議
会
議
員
総
会
 

  ○
第
２
回
議
会
定
例
会
 

（
６
月
３
日
〜
２４
日
）
 

○
木
曽
川
右
岸
地
帯
水
防
事
務
組
合

水
防
連
合
演
習
 

○
県
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総
会
・

評
議
員
会
 

○
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
 

○
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
 

○
少
年
の
主
張
発
表
会
 

○
ぎ
な
ん
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
 

○
総
務
常
任
委
員
会
 

○
民
生
建
設
常
任
委
員
会
 

○
議
会
制
度
改
革
検
討
会
 

 

○
社
会
福
祉
協
議
会
 

理
事
会
・
評
議
員
会
 

○
社
会
教
育
委
員
の
会
 

○
東
海
環
状
自
動
車
道
 

西
回
り
ル
ー
ト
建
設
促
進
大
会
・

事
業
説
明
会
 

○
地
域
農
業
再
生
協
議
会
通
常
総
会
 

○
東
海
環
状
道
建
設
促
進
岐
阜
県
 

西
部
協
議
会
等
合
同
総
会
 

○
消
防
操
法
大
会
 

  ○
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
 

○
栃
木
県
矢
板
市
議
会
行
政
視
察
 

○
羽
島
郡
正
副
議
長
視
察
研
修
 

○
ぎ
な
ん
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
 

○
羽
島
郡
下
消
防
団
連
合
演
習
 

○
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
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表紙の題字 

「　　」は 

岐南中学校3年 

葛谷 和奏 さんの 

作品です 

■
何
か
を
始
め
よ
う
と
す
る
時
、
期
待
感
の
一
方
で
、
逆
算

的
な
思
考
に
な
っ
た
り
、
失
敗
を
恐
れ
た
り
も
し
ま
す
。
し

か
し
、
小
さ
く
て
も
１
歩
、
ま
ず
や
っ
て
み
る
。
そ
の
先
で

出
会
う
仲
間
や
世
界
と
の
遭
遇
は
素
晴
ら
し
い
も
の
で
す
し
、

そ
こ
で
の
苦
労
も
ま
た
、
自
分
の
経
験
値
と
な
り
ま
す
。
挑

戦
し
続
け
る
人
間
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　（
後
藤
） 

■
ブ
レ
ー
キ
と
ア
ク
セ
ル
の
踏
み
間
違
い
に
よ
る
交
通
事
故

が
報
道
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
隣
同
士
に
あ
る
ペ
ダ
ル
で
も
、

そ
の
果
た
す
役
割
は
真
逆
だ
。
議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
は

ま
さ
に
、
ブ
レ
ー
キ
と
ア
ク
セ
ル
。
行
政
提
案
に
対
し
て
、

踏
む
べ
き
ペ
ダ
ル
は
ど
っ
ち
か
考
え
る
。
行
政
の
顔
色
だ
け

見
て
、
う
な
ず
く
だ
け
の
議
会
は
い
ら
な
い
。
　
　
（
加
藤
） 

■
近
年
、
「
主
権
者
教
育
」
の
意
義
が
強
調
さ
れ
、
議
会
見

学
、
模
擬
議
会
へ
の
取
組
み
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
小
学
校

高
学
年
の
社
会
科
副
読
本
の
資
料
と
し
て
、
又
、
中
学
校
「
公

民
」
授
業
の
生
き
た
教
材
と
し
て
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
い
っ

そ
う
読
み
や
す
く
、
わ
か
り
や
す
い
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
塚
） 

■「
情
け
は
人
の
為
な
ら
ず
」
こ
の
こ
と
は
、
相
手
が
困
っ

て
い
れ
ば
、
手
を
差
し
伸
べ
、
相
手
が
間
違
っ
て
い
れ
ば
、

正
す
こ
と
に
よ
り
、
自
他
と
も
に
利
を
も
た
ら
す
こ
と
に
繋

が
り
ま
す
。
問
題
が
起
き
た
時
に
は
、
他
人
事
（
ひ
と
ご
と
）

と
捉
え
る
こ
と
な
く
、
共
に
注
意
し
合
っ
て
間
違
い
を
正
し

合
い
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
藤
） 

■
ス
ー
パ
ー
の
買
い
物
の
折
の
釣
銭
に
、
縁
に
溝
が
あ
る
『
ギ

ザ
十
』
の
昭
和

２８
年
製
が
あ
り
び
っ
く
り
！
世
の
中
に
デ
ビ

ュ
ー
し
て

６６
年
間
も
通
貨
と
し
て
流
通
し
て
き
た

１０
円
玉
。

人
か
ら
人
へ
持
ち
主
を
変
え
、
お
金
と
し
て
の
役
目
を
果
た

し
て
き
た
。
長
い
間
本
当
に
ご
苦
労
様
。
こ
の
先
も
頑
張
っ

て
ね
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
木
下
） 
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